
●今年の夏モデルとして、米グーグル
のAndroid OSを搭載した「HT-03A」

が発売されました。端末の新たな方

向性を感じさせますが、端末は今後

どう変化すると思われますか。

�村 AndroidやWindows Mobile

に象徴されるオープンOS系の端末

と、従来の垂直統合型ビジネスモデ

ルの端末という2つの方向性を軸に

進化すると予想しています。

HT-03Aはiモード機能に対応して

いませんが、オープンOS系端末にi

モードメールが搭載されるまでにそ

れほど時間はかからないでしょう。

ただ、iモードによるコンテンツの提供

についてはダウンロードした音楽の

著作権等をいかに保護するかという

問題があり、時間がかかりそうです。

また、「おサイフケータイ」のように日本

だけの機能を載せるかどうかも検討

しなければなりません。オープンOS

系端末のローカル化といっても一様

ではなく、難しい問題です。

一方、垂直統合型端末のミドルウ

ェアは世界共通のグローバルアプリ

ケーションと通信事業者に特化した

オペレーターパックに分化すること

で、海外の通信事業者との連携が取

りやすくなります。

●つまり、グローバルな競争の世界

に入っていくことになりますね。

�村 垂直統合型モデルしかない

時代に日本に参入したノキアやLGエ

レクトロニクスは大変でしたが、垂直

統合型端末がグローバルアプリケー

ションとローカルアプリケーションに

分かれれば、今よりずっと入りやすく

なるはずです。グローバルアプリケ

ーションは海外の主要な通信事業者

と仕様を共通化するので、海外展開

することもできます。

また、HTCのようにオープンOS系

端末で日本に参入するという方法も

あります。

● NTTドコモではローカルとグロー
バルの両方に取り組むのですか。

�村 国内の携帯電話加入者は1億

余り、そのうちドコモの加入者は約

5500万いるわけですから、日本のお

客様向けにチューニングしたサービ

スを届けていく必要があります。た

だ、国内向けにこだわっていると、海

外で通用しないので、その兼ね合い

が重要になります。

他方、オープンOS系は自由な世界

で、アップルの「App Store」やグー

グル「Android Market」といったア

プリケーションストアには、世界中か

らさまざまなアプリケーションが集ま

っています。現在はApp Storeでも

まだ数万ぐらいですが、これから何

十万というアプリケーションの中から

ユーザーが自由に選ぶようになるで

しょう。

しばらくの間は垂直統合型モデル

とオープンOS系がともに刺激し合

い、進化していくはずです。それだ

けAndroidやWindows Mobileのイ

ンパクトは大きいと考えています。

コンテンツ開拓が勝負

●サービスでは「パーソナル化」がキ
ーワードです。ユーザーに合わせた

情報を提供する「iコンシェル」の今

後の展開はどうなっていますか。

�村 まず、いろいろなコンテンツの

広がりが考えられます。コンテンツの

数は現在300ほどですが、鉄道の運

行情報や道路の渋滞情報など、どち

らかというと都市指向です。地方で

はもっと生活に密着した情報が求め

られているはずで、これからは地域

ごとのコンテンツ開拓が勝負になる

と思います。

次に、クラウドコンピューティング型

サービスとしての発展も考えられま

す。iコンシェルは現在、「電話帳お預

かりサービス」をベースにしており、

例えば電話帳に登録しているお店に

関連した情報をプッシュ型で届ける

ことができます。これからはサーバ

ー側にもっといろいろな情報を蓄積

し、ユーザーの属性に応じて配信す

ることが可能です。

42 テレコミュニケーション_July 2009
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�村清行氏 NTTドコモ代表取締役副社長

携帯電話はグローバル競争の時代
夏モデルで国内初のAndroid端末を投入したNTTドコモ。こうしたオープ

ンOS系端末を国内展開するとともに、従来の垂直統合型モデルのグローバ

ル対応を進めていくという。


